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１．カオスからはじまる「はみ出す力」 

カオス（Chaos）―「混沌」、「無秩序」、予測不可能な変化を見せるもの 

語源であるギリシア語では「宇宙が発生する以前」の状態をさし、古代中国神話においては「天地が

分かれる前」の渾沌を言うのだとか。近年、図工や美術の「授業」を「展示」する、いわゆる『授業展』

の情報を折に触れ耳にするようになったが、私にとって 2013 年にうらわ美術館で開催された「えっ？

『授業』の展覧会 図工・美術をまなび直す」のファーストインパクトは今でも忘れ難い。うらわ美術

館にて開催されたその展覧会は、会場に入ると真っ先に、故 中平千尋先生の“カオス ギャラリー”が

強烈な輝きを放ちながら出迎えてくれる何とも魅惑的なしつらえだった。 

その同じ場所で、三年前から『授業展』の幼児部門を新設するということで、さいたまの図工・美術

教育部会を束ねていらした佐々木正裕先生からお声がけいただき、立ち上げに微力ながら関わらせても

らった。ここでは今回、そのなかで取り上げたひとつの幼稚園の展示内容を紹介したい。 

「はみ出す力展」と銘々されリスタートしたこの『授業展』は、入り口を進むとまず幼児教育からは

じまり、小学校、中学校、高等学校、そして特別支援教育や大学に至るまで、すべての授業実践を網羅

した壮大なスケールで描かれていく。それぞれの先生方のまなざしに触れることのできる、熱量の高い

展覧会なのである。「作品だけでなく、その横にパネルが展示されており、これによって造形表現・図

工・美術で育まれるものが見えてくる」と山崎正明先生もご自身のブログで言及しているとおり、作品

自体の出来映えの評価ではなく、その深淵にきらめくエナジーに焦点を当てている。 

◆参照：山崎 正明先生のブログ   https://yumemasa.exblog.jp/30656985/ 

「はみ出す力展」の前身  https://artscape.jp/report/review/10093141_1735.html 

 

 

 

 

https://yumemasa.exblog.jp/30656985/


２．「まず、大人がはみ出す！」 

主催者でもある埼玉大学付属中学校教諭の小西悟士先生が、本展にて上映した幼稚園の映像作品につ

いて、共有の SNSで「まず、大人がはみ出す」と言葉を添えてくれた。この一言に、表したかったこと

がすべて集約されている気がして、私はとても嬉しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に、「はみ出す力展」にて展示させていただいた２本の動画の情報を示したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、上記にて紹介させていただいた富士見幼稚園に関する 2019 年より３年分の展示パネルの内容

を掲載する。継続して取材している園であり、特に注目している理由はこの幼稚園が日々子どもたちに

自由な創造の場を豊かに保障しているという点である。まさに、園全体が“カオス”、はじめて出会っ

たときの感動は、その後いくたびと訪れても変わることがない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．カオスをただのカオスで終わらせずに、いかに視覚化できるか― 

造形表現において、特に乳幼児のそれは画一化された作業を強いることや型にはめた指導はむしろ、

無限に広がろうとしているせっかくの子どもの「育ちの芽」を摘んでしまうようなものだろう。「はみ

出す力展」のなかで小西悟士先生が“造形実験”の授業実践について発表しているが、幼児教育におい

てもまさに「子どもたちがいかに豊かに造形的な“実験”に打ち込めるか―」このあたりの環境設定が

要になってくるのではないかと常々考えている。 

このためには、子どもが自由に表現する場を日々保障していく大人の側が、保育の一日の流れのなか

で「子どもが何もしていない（ように見える）」場面でも、大人の考える「何か」をさせようと焦るの

ではなく、無音の時間をも、意味あるものとしてゆったりと見守る審美眼があればどんなに良いだろう

か。空白の時間・沈黙を、ただの無音と捉えず「意図しない音が起きている状態」とする考え方である。

例えば、音楽家ジョン・ケージ（John Milton Cage Jr. 1912-1992）の『４分 ３３秒』（※演奏者たちが

演奏をせずに聴衆と沈黙をともにする前衛的な楽曲）のように。 

 

先生たちの“本気”が集結した「はみ出す力展」は、試行錯誤を重ねながら、今年でいよいよ４年目

を迎えようとしている。小学校以上はエントリー後に審査が行われ、内容をより精査していくようだ。

乳幼児部門（※昨年度より乳児の表現が加わり、全体としてより幅広い展示構成となった）について、現在

浅羽聡美先生とともに「本来の乳幼児の“カオス”を、いかに視覚化していけるだろうか―」と思案し

ている。 

さて、どのような展示にもっていけるだろうか。微力ながら、挑戦的に模索していきたい。 

 

 

 

 

 
「はみ出す力展 vol.４」〜図工・美術の授業展 2022〜  
 

会期：9 月 11 日（日）〜 9 月 18 日（日） 

10:00〜17:00（入場は閉館の 30 分前まで）  

※9 月 12 日（月）休館日 

※9 月 17 日（土）14:00 ～ 16:00 オンライン鑑賞会  

 

場所：うらわ美術館にて（観覧料無料）  

〒330-0062  

埼玉県さいたま市浦和区仲町２丁目５番１号浦和センチュリーシティ３Ｆ  

Tel  048-827-3215   

 https://www.city.saitama.jp/urawa-art-museum/  

 

主催：さいたま市教育研究会図工・美術専門部 

共催：武蔵野線沿線美術教育実践学習会「び会」  

後援：埼玉県教育委員会（申請中）、さいたま市教育委員会（申請中）  

 

＊内容＊ 

乳幼児の造形表現・図画工作・美術の授業をパネルと成果物（作品など）

を併せて展示することで授業の目的と課題を可視化し、これからの造形 

美術教育を共に考える展覧会 

 

https://www.city.saitama.jp/urawa-art-museum/

